
県内の分布

石川県カテゴリー

国カテゴリー

本州、四国、九州。
国内分布

県内分布

絶滅して既に５０年近く経過、新産地の情報がない。（現況：ＲＥ）
選定理由

常緑性の着生植物、または半地中植物で、無性芽と胞子で繁殖する。暖地では幹上に着生することが多く、分
生態など

その他（樹木の枯損など。）
危険要因

樹上、岩上、岩隙、地上など。
生育環境

分布図はありません。

絶滅危惧Ⅱ類

絶滅

Psilotum nudum (L.) Beauv.

マツバラン科マツバラン

白井伸和 ・ 2002 年 8 月 13 日 ・ 県外

植物体は樹枝状、茎は二又に分かれて分枝し、根は仮根のみで真根はない。
形　　態

－33－

１９５０年代の初頭、外浦区の山伏山で発見された。１９６０年代の正宗厳敬が記述した文献には明記されており、

また、当時確認した者もいるが、１９７０年代の文献にはすでに記述がなく、わが国における保護上重要な植物種

の現状（１９８９）の都道府県別リストでは、石川県の記述にマツバランの絶滅が明記されている。１９７０年代初頭

までには絶滅したものと推定される。

参考文献は次の通り。
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布限界付近では岩隙生となることが知られているが、山伏山のものは朽ちた倒木に生育していたという。
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